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《まちを行く山笠より》 

ミ町秋祭り． 暖かい秋の日差しに 

かけ声も 「威（いせい）勢」よく 

町 の 人 口 

(51年9月末日現在） 

人 口 9, 254人 （減2) 

男 4, 404人 （増1) 

女 4, 850人 （減3 ) 

世帯数 2, 869世帯（増6 ) 
''%/’・．．・”・．J’、．J‘・”’一、．J’、，い、， 

出生 6人 転入 33人 

死亡 7人 転出 34人 

( ）内は前月との増減 

和名 霜月（しもつき） 

霜がしきりに降るので、霜降月 

それを略して霜月という。 

@1 日 （月） 灯台記念日、自衛隊記念日 

教育文化週間 

03 日 （水） 文化の日 

@5 日（金） 52年度年賀ハガキ売出し 

@7 日 （日） 第S回赤池町少年剣道大会 

（町民会館）、立冬 

@10日（水） 天皇陛下御在位駒年記念式 

典（日本武道館） 

@H 日 （木） 世界平和記念日 

014日 （日） 地区対抗第七回バレーボー 

ル大会（町民会館） 

大相撲九州場所始まる 

@15日 （月） 七五三詣 

017日 （水） 心配ごと相談日 （旧第二公 

民館） 

⑥19日（金） 鉄道電化の日、農協記念日 

021日 （日） 寄生虫予防運動 

023日（火） 勤労感謝の日、新穀感謝祭 

026日（金） 秋の全国火災予防週間、 

ペンの日 

@28日（日） 税関記念日 

＞二兎を追うものは 

一兎を得ずぐ 
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第166 号 ⑧
 

劇
映
画
「
造
花
の
判
決
」
 

映

写

会

盛

会

に

終

る

ノ

‘

 

去
る
十
月
二
日
、
土
曜
日
午
後
一
時
 

半
か
ら
と
午
後
七
時
半
の
二
回
に
わ
た
 

り
、
赤
池
町
同
和
教
育
推
進
協
議
会
の
 

主
催
に
よ
り
、
町
民
会
館
大
ホ
ー
ル
に
 

於
い
て
部
落
解
放
同
盟
が
製
作
し
た
狭
 

山
映
画
「
造
花
の
判
決
」
の
映
写
会
が
 

行
な
わ
れ
ま
し
た
。
 

昼
夜
と
も
多
数
入
場
者
（
約
七
百
 

人
）
の
う
ち
映
画
は
約
二
時
間
上
映
さ
 

れ
、
こ
れ
は
十
三
年
前
、
埼
玉
県
狭
山
 

市
で
お
こ
っ
た
女
子
高
校
生
、
中
田
善
 

枝
さ
ん
殺
し
事
件
の
浦
和
高
裁
の
判
決
 

文
に
基
づ
い
て
作
製
さ
れ
、
犯
人
と
さ
 

れ
て
い
る
石
川
一
雄
青
年
 
（
当
時
 24 

才
）
に
対
す
る
司
法
権
力
の
予
断
と
偏
 

（映写会場へ続々入場する人々） 

（大ホ・ール映写会場） 

見
に
よ
る
部
落
差
別
の
実
態
を
暴
露
告
 

発
し
た
映
画
で
あ
り
ま
し
た
。
 

第
二
審
の
東
京
高
裁
寺
尾
判
決
に
対
 

す
る
批
判
を
映
像
に
通
し
て
行
な
っ
た
 

実
に
意
味
深
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。
 

部
落
差
別
と
い
う
深
い
社
会
的
現
実
 

の
中
で
の
ア
ク
チ
ュ
ア
ル
で
感
動
的
な
 

ド
ラ
マ
 
（
人
間
的
正
義
感
や
愛
の
動
 

態
）
が
、
映
画
製
作
の
目
的
意
識
と
全
 

て
離
反
す
る
こ
と
な
く
、
な
め
ら
か
に
 

必
然
性
を
も
っ
て
展
開
さ
れ
て
い
る
と
 

こ
ろ
に
、
こ
の
映
面
の
圧
倒
的
成
功
め
 

理
由
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
 

学

校

給

食

の

あ

ゆ

み

 
（四） 

最

近

 の
 
学

校

給

食

 
そ
の
一
 

大
蔵
省
の
給
食
用
小
麦
粉
補
助
打
切
 

り
問
題
は
、
打
切
り
に
反
対
す
る
世
論
 

が
全
国
的
な
高
ま
り
を
見
せ
、
結
局
lI1 

十
六
年
度
以
降
も
従
来
ど
お
り
補
助
の
 

継
続
が
認
め
ら
れ
、
そ
の
後
、
予
算
面
 

で
は
昭
和
三
十
八
年
度
に
脱
脂
粉
乳
に
 

対
す
る
補
助
、
三
十
九
年
度
に
は
共
同
 

調
理
場
施
設
設
備
費
、
学
校
栄
養
職
員
 

設
置
費
に
対
す
る
補
助
が
は
じ
め
て
計
 

上
さ
れ
、
特
に
三
十
八
年
度
は
脱
脂
粉
 

乳
に
対
す
る
補
助
の
実
現
に
よ
っ
て
ミ
 

ル
ク
給
食
の
全
面
実
施
が
強
く
推
進
さ
 

れ
ま
し
た
。
 

こ
の
脱
脂
紛
乳
に
よ
る
給
食
実
施
を
 

め
ぐ
っ
て
は
、
い
わ
ゆ
る
給
食
是
非
論
 

争
が
お
こ
っ
て
世
論
の
関
心
を
集
め
ま
 

し
た
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
給
食
発
展
の
 

歩
み
は
止
ま
る
こ
と
な
く
普
及
率
は
小
 

学
校
で
九
〇
パ
ー
セ
ン
ト
、
中
学
校
に
 

お
い
て
は
前
年
の
二
十
パ
ー
セ
ン
ト
足
 

ら
ず
の
実
施
率
か
ら
一
躍
約
六
十
パ
ー
 

セ
ン
ト
に
ま
で
伸
展
し
ま
し
た
。
 

ま
た
四
十
年
度
に
は
、
最
も
普
及
の
 

お
く
れ
て
い
た
へ
き
地
学
校
に
対
し
て
 

施
設
設
備
整
備
費
補
助
等
の
補
助
率
を
 

引
き
あ
げ
る
な
ど
の
特
別
措
置
が
と
ら
 

れ
、
更
に
翌
四
十
一
年
度
に
は
高
度
へ
 

き
地
学
校
児
童
生
徒
の
パ
ン
、
ミ
ル
ク
 

給
食
費
は
全
額
国
庫
補
助
と
い
う
画
 

期
的
な
措
置
が
と
ら
れ
、
へ
き
地
学
校
 

の
給
食
は
大
き
な
前
進
を
示
し
ま
し
 

た。 四
十
二
年
度
予
算
か
ら
学
校
給
食
用
 

物
資
の
低
温
流
通
化
促
進
費
補
助
が
計
 

上
さ
れ
、
ま
ず
栃
木
県
で
四
＋
二
年
度
 

末
か
ら
実
際
に
コ
ー
ル
ド
チ
エ
ー
ン
に
 

よ
る
給
食
用
物
資
の
供
給
が
開
始
さ
れ
 

た
の
も
、
そ
の
新
し
い
動
き
の
ー
つ
と
 

い
え
ま
し
よ
う
。
 

ま
た
予
め
問
題
に
な
っ
て
い
た
給
食
 

用
小
麦
粉
の
漂
白
廃
止
の
実
施
に
う
つ
 

さ
れ
た
の
は
、
四
十
三
年
四
月
か
ら
で
 

あ
り
ま
し
た
。
 

指
導
面
に
つ
い
て
は
、
四
十
三
年
七
 

月
十
一
日
、
小
学
校
学
習
指
導
要
領
の
 

改
正
に
つ
い
て
告
示
さ
れ
、
学
校
給
食
 

は
「
特
別
活
動
」
の
中
の
 
「
学
校
指
 

導
」
と
し
て
前
の
学
習
指
導
要
領
よ
り
 

明
ら
か
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
こ
と
が
特
 

記
さ
れ
、
な
お
中
学
校
学
習
指
導
要
領
 

も
四
十
四
年
改
正
さ
れ
、
小
学
校
と
同
 

じ
く
「
特
別
活
動
」
の
中
の
「
学
級
指
 

導
」
に
位
置
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
 

四
十
五
年
二
月
二
十
八
日
、
予
め
保
 

健
体
育
審
議
会
に
諮
問
さ
れ
て
い
た
 

「
義
務
教
育
諸
学
校
に
お
け
る
学
校
給
 

食
の
改
善
充
実
方
策
に
つ
い
て
」
 
の
、
 

一
 

九
月
の
定
例
町
議
会
は
、
去
る
九
月
二
十
八
日
か
 
一 

ら
十
月
二
日
ま
で
の
五
日
間
で
、
十
案
件
を
慎
重
審
 

議
の
結
果
次
の
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
議
決
し
、
十
月
一
一
 

日
閉
会
し
ま
し
た
J
 

一
、
昭
和
五
十
年
度
赤
池
町
 

立
病
院
事
業
特
別
会
計
決
 

算
 

る

 

歳
入
決
算
額
 

九 月 の 定 例 町 議 会 終 

三
〇
三
、
三
四
七
、
七
 

六
五
円
 

歳
出
決
算
額
 

三
三
五
、
五
六
二
、
七
 

〇
〇
円
 

差
引
残
額
 

△
三
二
、
二
一
四
、
九
 

三
五
円
 

主な一般会計補正予算額 I 

秋の火災予防運動 

11月26日～12月2日まで 
1億7,942万5,000円 

引2万5,000円 

503万8,000円 

1億1,888万0,000円 

967万5,000円 

1,718万4,000円 

同和対策事業費 

水道会計支出金 

一般失業対策事業費 

道路新設改良費 

学校営繕費（上野小学校） 

ぼた山災害事業費 、
 

二
、
昭
和
五
十
年
度
赤
池
町
水
道
事
業
 

会
計
決
算
 

歳
入
決
算
額
 

四
八
、
八
三
五
、
四
六
八
円
 

歳
出
決
算
額
 

八
九
、
四
八
一
、
〇
〇
〇
円
 

差
引
残
額
 

△
四
O
、
ー
ハ
四
五
、
五
三
二
円
 

三
，
赤
池
町
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
 

改
正
 

町
機
構
改
革
に
よ
り
議
会
委
員
会
の
 

所
轄
課
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
 

厚
生
委
員
会
中
「
民
生
課
」
が
「
福
 

祉
同
和
課
、
住
民
課
」
に
改
正
さ
れ
 

ま
し
た
。
 

四
、
工
事
請
負
契
約
の
締
結
 

上
野
小
学
校
々
舎
改
築
工
事
を
六
千
 

百
二
十
万
円
で
、
中
川
建
設
株
式
会
 

社
と
請
負
契
約
締
結
を
議
決
。
 

五
、
町
道
の
認
定
に
つ
い
て
 

薬
王
寺
ー
大
浦
線
支
線
、
大
谷
ー
常
 

福
線
か
そ
れ
ぞ
れ
町
道
に
認
定
さ
れ
 

ま
し
た
。
 

六
、
田
川
郡
町
村
公
平
委
員
会
委
員
の
 

選
任
 

郡
町
村
公
平
委
員
の
藤
井
慶
治
氏
が
 

任
期
満
了
と
な
っ
た
の
で
、
再
度
選
 

任
す
る
た
め
、
議
会
の
同
意
を
得
ま
 

し
た
．
 

藤
井
慶
治
（
六
十
五
才
）
赤
池
町
 

戸
ん
？
使
v
万
知
，
て
い
る
」
 

「
ゴ
み
」
「
さ
あ
」
 

推
与
み
」
 

＼
答
申
が
な
さ
れ
、
学
校
給
食
の
意
義
 

役
割
り
、
食
事
内
容
の
充
実
向
上
、
学
 

校
給
食
用
物
資
需
給
体
制
の
整
備
等
に
 

つ
き
、
改
善
す
べ
き
問
題
点
が
あ
げ
ら
 

れ
て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
四
十
六
年
二
月
に
は
行
政
管
 

理
庁
か
ら
「
学
校
給
食
の
運
営
に
関
す
 

る
行
放
監
察
結
果
に
基
づ
く
勧
告
」
が
 

示
さ
れ
、
学
校
給
食
施
設
設
備
の
老
朽
 

化
．
学
校
給
食
関
係
栄
養
職
員
、
調
理
 

従
事
員
の
適
正
な
配
置
、
衛
生
管
理
の
 

徹
底
、
給
食
用
物
資
購
入
の
合
理
化
等
 

そ
の
対
策
に
つ
い
て
必
要
な
措
置
を
講
 

ず
る
こ
と
が
勧
告
さ
れ
た
が
、
戦
後
111 

十
数
年
を
経
た
学
校
給
食
の
質
的
輪
 

換
、
改
善
充
実
、
食
事
内
容
の
多
様
化
 

等
を
根
本
か
ら
問
題
を
検
討
し
、
今
後
 

の
方
向
を
展
開
ず
る
機
運
が
高
ま
っ
て
 

き
て
お
り
ま
す
。
 

つ
 

づ
 

今
年
も
冬
期
を
 

間
近
に
ひ
か
え
て
 

火
災
の
多
発
す
る
 

季
節
に
な
り
ま
し
 

た
が
、
こ
れ
に
先
 

だ
ち
秋
の
火
災
予
 

防
運
動
が
全
国
一
 

せ
い
に
実
施
さ
れ
 

ま
す
。
 

こ
れ
か
ら
各
家
 

庭
で
火
の
使
用
が
 

多
く
な
り
ま
す
の
 

で
次
の
こ
と
に
十
 

分
注
意
し
て
く
だ
 

さ
い
。
 

※
消
火
用
具
や
消
火
用
水
の
備
え
を
し
 

ま
し
ょ
う
。
 

※
ス
ト
ー
プ
や
コ
タ
ツ
な
ど
の
暖
房
器
 

具
は
説
明
書
を
見
て
正
し
く
使
い
ま
し
 

よ・つ】 

※
タ
バ
コ
の
吸
い
が
ら
の
投
げ
捨
て
や
 

寝
タ
バ
コ
は
絶
対
や
め
ま
し
よ
う
。
 

※
ホ
テ
ル
に
泊
る
時
な
ど
に
は
、
避
難
 

の
方
法
を
確
め
て
お
き
ま
し
よ
う
。
 

※
お
や
す
み
前
ゃ
、
外
出
さ
れ
る
時
は
 

火
の
元
を
た
し
か
め
ま
し
ょ
う
。
 

も
し
火
災
が
発
生
し
た
場
合
は
 
「一 

一
九
番
」
へ
，
火
事
‘
と
い
っ
て
場
所
 

（
目
標
）
内
容
な
ど
を
は
っ
き
り
と
伝
 

え
て
く
だ
ざ
い
．
 

『
巡
週
交
通
事
故
 

相
談
に
つ
い
て
』
」
 

交
通
事
故
の
事
後
処
理
は
、
当
事
者
 

間
の
話
し
合
い
に
よ
っ
て
解
決
が
な
さ
 

七
、
昭
和
五
十
一
年
度
赤
池
町
一
般
会
 

計
補
正
予
算
 

今
回
補
正
額
 

三
三
七
、
 

一
一
一
、
〇
〇
〇
円
 

補
正
後
の
予
算
額
 

二
、
六
三
二
、
九
二
六
、
〇
〇
〇
円
 

八
、
昭
和
五
十
一
年
度
赤
池
町
立
病
院
 

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
 

今
回
予
算
額
 

二
、
七
六
五
、
〇
〇
〇
円
 

補
正
後
の
予
算
額
 

三
四
一
、
 

一
一
四
、
〇
〇
〇
円
 

九
、
昭
和
五
十
一
年
度
赤
池
町
水
道
事
 

業
特
別
会
計
補
正
予
算
 

一
時
借
人
金
三
千
五
百
万
円
の
借
入
 

限
度
額
を
六
千
五
百
万
円
に
改
め
ま
 

し
た
。
 

十
、
昭
和
五
十
一
年
度
赤
池
町
上
野
地
 

区
簡
易
水
道
特
別
会
計
補
正
予
算
 

今
回
補
正
額
 

四
．
五
七
一
、
〇
O
〇
円
 

補
正
後
の
予
算
額
 

一
八
、
七
一
〇
、
O
〇
C
円
 

住

民

課

よ

 り
 

▽
 

お
米
は
、
登
録
を
受
け
た
販
 

売
業
者
の
店
か
ら
買
い
ま
し
よ
 

・つ。 ▽
 
お
台
所
か
ら
ヤ
ミ
米
を
追
放
 

し
ま
し
よ
う
。
 

赤
池
町
の
正
規
登
録
店
は
 

O
田
中
米
穀
販
売
店
 

O
堺
 
米
穀
販
売
店
 

O
赤
池
商
事
株
式
会
社
 

以
上
の
三
店
で
す
。
 ノ ' 

れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
 

加
害
者
、
被
害
者
と
も
正
し
い
法
律
知
 

識
が
な
い
場
合
、
解
決
ま
で
に
長
期
間
 

を
要
し
、
こ
の
間
悪
質
な
示
談
屋
の
介
 

入
を
招
く
な
ど
．
不
幸
な
結
果
を
招
く
 

と
い
う
事
態
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
 

交
通
事
故
巡
回
相
談
を
利
用
さ
れ
る
こ
 

と
が
最
善
の
方
法
で
あ
る
と
思
い
ま
す
 

の
で
住
民
の
皆
さ
ん
御
利
用
下
さ
い
。
 

日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

▽
十
一
月
十
日
（
水
）
直
方
市
 

▽
十
一
月
二
＋
四
日
（
水
）
田
川
市
 

▽
十
二
月
八
日
（
水
）
直
方
市
 

▽
十
二
月
二
十
二
日
（
水
）
 
田
川
市
 

★
開
設
場
所
 

直
方
市
役
所
内
市
民
相
談
係
 

電
話
〇
九
四
九
二
 

目
ー
〇
五
五
o
 

田
川
市
役
所
内
市
民
相
談
係
 

電
話
〇
九
四
七
四
 
四
ー
二
〇
0
〇
 

※
開
設
時
間
 

午
前
十
時
ー
午
後
四
時
ま
で
 



け
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あ
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第166号 

圏 圏 圏 圏 圏 圏 

快晴の も とで「体育の日振替休日」 

回上野峡 口 ー ド レ ー ス 大会 6
 

第
 

福
岡
陸
上
競
技
 

協
会
、
赤
池
町
教
 

育
委
員
会
主
催
、
 

朝
日
新
聞
社
、
赤
 

池
町
体
育
協
会
後
 

援
の
第
十
六
回
上
 

野
峡
ロ
ー
ド
レ
ー
 

ス
大
会
（
日
本
陸
 

上
競
技
連
盟
公
認
 

コ
ー
ス
）
が
十
月
 

十
一
日
「
体
育
の
 

日
」
振
替
休
日
に
 

快
晴
の
も
と
で
盛
 

大
に
行
わ
れ
ま
し
 

た。 レ
ー
ス
は
小
学
 

中
学
、
高
校
、
 

一 

般
の
部
に
分
け
て
 

行
わ
れ
、
小
学
生
 

よ
り
二
十
二
人
、
 

中
学
生
百
四
十
九
 

人
、
高
校
生
七
十
 

人、 

一
般
百
二
十
 

人
の
参
加
者
が
あ
 

り
、
各
部
選
手
達
 

の
一
生
懸
命
の
力
 

走
で
、
レ
ー
ス
展
 

開
も
白
熱
し
、
沿
道
の
観
衆
も
熱
の
こ
 

も
っ
た
声
援
を
送
り
、
大
会
も
無
事
盛
 

況
の
う
ち
に
幕
を
と
じ
ま
し
た
。
 

各
部
の
六
位
ま
で
の
成
績
は
次
の
と
 

お
り
で
す
。
 

「
小
学
生
の
部
」
一
、
五
キ
ロ
レ
ー
ス
 

①
沢
永
光
司
 
市
場
小
 
4
分
 
24 
秒
 

②
沼
口
裕
二
 

上
野
小
 
4
分
 
25 

秒
 

③
佐
藤
幸
久
 
市
場
小
 
4
分
 
31 

秒
 

④
高
林
晴
彦
 
市
場
小
 
4
分
 
33 

秒
 

⑤
穴
井
一
幸
 
市
場
小
 
4
分
 
47 

秒
 

⑥
中
村
義
隆
 
市
場
小
 
4
分
 
54 
秒
 

「
中
学
生
個
人
の
部
」
 
五
キ
ロ
レ
ー
ス
 

一
」
瓢
」
「
尉
）
瞬
豊
「
 

！ 
レ
】
．
ネ
．
う
 

分
 

修

サ

険

C

 

日

司

6

日
日
 

． 

ふ

ピ

 よ

J

 15 

間

ン

保

N

 

濯

，

月

 27 

11 

】
J
司

レ

 
き

金

r

 

野

ウ

会

T

 

、
n
 
11 

、
、
 

一
鷲
）
鷲
為
「
」
」
「
（
」
」
蕊
山
 

】
靭
す
幡
あ
暗
番
飼
T

醒
融
西
融
土
m

日
 12
 

25
 

'

！

ー

 

ー

 

《

ー

 

《

ー

 

《

ー

 

ー
 

《一 

茶の間におとどけ 
するテレビ番組 

1 番組名「きようの健康 

あすの年金」 

2 番組形式「15分カラー 

番組」 

3 司会者「野間修平フジ 

TV アナウンサー」 

4 提供「社会保険庁」 

5 放送局「TNCテレビ 

西日本」 

6 放送時間、曜日 「毎週 

土曜日1(:15-11:30J 

7 放送日「11月6日、13 

日、20日、27日、 

12月4日、11日、18日 

昭和51年11月1日 け
 

い
 

か
 

あ
 

報
 

広
 

一
お
知
ら
せ
一
 

小
規
模
企
業
共
済
 

制
度
に
つ
い
て
 

通
商
産
業
省
中
小
企
業
庁
で
は
、
＋
 

月
、
十
一
月
を
小
規
模
企
業
共
済
制
度
 

の
全
国
加
入
促
進
強
化
月
間
と
定
め
、
 

小
規
模
企
業
共
済
事
業
団
で
は
次
の
要
 

領
に
よ
り
企
業
共
済
の
加
入
を
実
施
し
 

ま
す
。
 

▽
加
入
資
格
 

常
時
使
用
す
る
従
業
員
が
一
一
十
人
 

（
商
業
と
サ
ー
ビ
ス
業
で
は
五
人
）
以
 

下
の
事
業
主
お
よ
び
会
社
や
企
業
組
合
 

協
同
組
合
の
役
員
の
方
々
で
す
。
ひ
と
 

り
で
、
あ
る
い
は
家
族
だ
け
で
事
業
を
 

営
ん
で
い
る
方
、
ま
た
自
由
業
の
方
も
 

加
入
で
き
ま
す
。
 

（
注
）
常
時
使
用
す
る
従
業
員
に
は
、
 

家
族
や
臨
時
の
従
業
員
は
含
ま
れ
ま
せ
 

ん
。
加
入
後
に
従
業
員
が
ふ
え
て
も
脱
 

退
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
．
 

▽
掛
金
 

毎
月
一
口
五
百
円
か
ら
最
高
二
十
口
 

一
万
円
ま
で
、
加
入
後
の
増
、
減
額
も
 

で
き
ま
す
。
 

▽
共
済
金
の
支
払
い
 

「
共
済
金
A

」 

◇
個
人
事
業
を
や
め
た
時
。
 

（
死
亡
 

を
含
む
）
 

◇
会
社
や
企
業
組
合
な
ど
の
法
人
役
 

員
が
解
散
で
や
め
た
時
。
 

①
脇
田
浩
二
 
行

橋

中

 1
6 

分
 24 

秒
6
 

②
重
広
秀
一
 

遠

賀

中

 16
 

分
 32 

秒
8
 

③
西
口
浩
美
 
霧
ケ
丘
中
 16 

分
 43 

秒
8
 

④
直
塚
秀
俊
 
霧
ケ
丘
中
 16 

分
 56 

秒
0
 

⑥
高
木
和
秀
 
小

竹

中

 1
7 

分
 05 

秒
0
 

⑥
川
田
浩
之
 
直
方
二
中
 17 

分
 05 

秒
6
 

＠
世
良
賀
宏
 
赤

池

中

 

⑩
田
中
浩
二
 
赤

池

中

 

な
お
赤
池
中
学
よ
り
出
場
者
は
十
五
 

人
で
す
．
 

「
中
学
生
団
体
の
部
」
五
キ
ロ
レ
ー
ス
 

①
霧
ケ
丘
中
 

②
遠
賀
中
 

く共済金等のー覧表＞ 

（驚気準櫛錯10驚銘翻愛勝難替擬誓諾鯛響きしています。 

(―般の部）一位でゴールする黒崎窯業平井選手 

25日」 

1 番組名「メイコのくら 

しと税金」 

2 出演者「司会兼レポ・ー 

ターとして女優の中村 

メイコさんが出演」 

3放送局rTN C テレビ 

ビ昌IコeトJ 

4 放送時間、曜日「毎週 

土曜日10:45-11:OOJ 

5 放送日 「H月6 日、13 

日、20日、27日、 

12月4日、11日、(8日 

25日」 

なお「メイコのくらし 

と税金」は来年の3月 

まで毎週土曜日に放送 

します。 
…ー～~ー～~― 

「
共
済
金
B

」 

◇
役
員
が
病
気
、
ケ
ガ
で
や
め
た
 

時。 

（
死
亡
を
含
む
）
 

◇
六
十
五
歳
以
上
で
二
十
年
以
上
掛
 

金
を
支
払
っ
て
い
る
時
．
 

（
老
齢
給
付
）
 

「
準
共
済
金
」
 

、・ノ 

◇
個
人
事
業
を
会
社
組
織
に
か
え
て
 

そ
の
役
員
に
な
ら
な
い
時
。
 
（
金
銭
 

以
外
の
資
産
を
出
費
し
た
場
合
で
 

す
。
）
 

◇
個
人
事
業
を
配
偶
者
や
子
に
譲
っ
 

た
時
。
 

◇
役
員
が
疾
病
、
負
傷
、
死
亡
あ
る
 

20口10,000円 
掛けの場合 
1口の場合は20分の 
1で 

例えば 

5年目 

(60カ月目） 

10年目 

(120カ月目） 

20年目 

(240カ月目） 

30年目 

(360カ月目） 

掛金合計 600,000円 1,200,000円 2,400,000円 3,600,000円 

共済金A 817,400円 1,943,000円 5,624,600円 12,601 ,000円 

共済金B 663,400円 L552,000円 4,338,200円 町965,200円 

準共済金 600,000円 1,241,600円 &470, 560円 乙972,160円 
*I」ト金払い込み月数が12 ,, H 未満の場合は掛けすてになります。 また、まlト金払い込み月数が36カ月未湖 
の場合、共済金は払い込み済の掛金相当額となりますが、掛金払い込み月数が36カ月を超えると大へ 
ん有利になります。 

もし、仮に20ロ1万円を30年かけ続けて事業をやめた場合、掛金の合計額は360万円、利息を含め 

た12,601,000円の共済金が「退職金」 として支払われることになります‘ 

⑧
直
方
二
中
 

「
高
校
生
の
部
」
十
キ
ロ
レ
ー
ス
 

①
横
山
和
良
 
久
留
米
エ
 32 

分
 53 

秒
0
 

②
渡
辺
 
浩
 
大
濠
 
32 

分
 57 

秒
6
 

③
畑
田
勝
一
 

常
磐
 
33 

分
 50 

秒
6
 

④
黒
石
智
視
 
宗
像
 
33 

分
 53 

秒
6
 

⑤
覚
 

一
寿
 

大
濠
 
34 

分
 08 

秒
2
 

⑥
伊
藤
高
章
 
鞍
手
 
34 

分
 18 

秒
6
 

「
一
般
の
部
」
＋
マ
イ
ル
レ
ー
ス
 

①
平
井
勝
昭
 
黒
崎
窯
業
 50 

分
 55 

秒
4
 

②
脇
山
甚
太
郎
 
福
大
職
員
 

51 

分
 03 

秒
4
 

③
吉
田
昭
雄
 
三
菱
化
成
 51 

分
 50 

秒
8
 

④
古
賀
文
雄
 
黒
崎
窯
業
 52 

分
 09 

あ
0
 

⑥
松
本
 
忠
 
安
川
電
機
 52 

分
 09 

秒
8
 

⑥
大
久
保
 
斉
 
新
日
鉄
 52 

分
 18 

秒
6
 

国
民
年
金
だ
よ
り
一
 

私
た
ち
と
国
民
年
金
 

国
民
年
金
は
、
二
＋
歳
か
ら
五
十
九
 

歳
ま
で
の
日
本
国
民
で
、
日
本
国
内
に
 

住
ん
で
い
る
人
の
う
ち
、
厚
生
年
金
保
 

険
や
共
済
組
合
な
ど
、
他
の
公
的
年
金
 

制
度
に
加
入
し
て
い
な
い
人
の
た
め
の
 

年
金
制
度
で
す
。
い
ま
加
入
者
は
二
千
 

五
百
八
十
八
万
人
に
も
の
ぼ
っ
て
い
ま
 

す。 国
民
年
金
に
は
、
老
齢
年
金
、
通
算
 

老
齢
年
金
、
障
害
年
金
、
母
子
年
金
、
 

準
母
子
年
金
、
遺
児
年
金
、
寡
婦
年
金
 

の
七
つ
の
年
金
が
あ
り
、
年
金
を
受
け
 

て
い
る
人
は
、
三
百
万
人
を
こ
え
て
い
 

ま
す
。
 

い
は
解
散
以
外
の
理
由
で
退
職
し
た
 

時。 

（
た
と
え
ば
役
員
の
改
選
や
任
 

期
満
了
な
ど
で
す
。
）
 

こ
の
制
度
の
運
営
は
政
府
が
全
額
出
 

資
の
小
規
模
共
済
事
業
団
に
よ
っ
て
 

行
な
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
 

▽
申
し
込
み
先
 

0
金
融
機
関
】
銀
行
、
相
互
銀
行
，
信
 

用
金
庫
、
信
用
組
合
、
商
工
中
金
本
支
 

店
 

〇
中
小
企
業
組
合
h
事
業
協
同
組
合
 

商
工
組
合
，
商
店
街
振
興
組
合
、
環
境
 

衛
生
同
業
組
合
 

今
年
の
九
月
の
法
律
改
正
で
、
年
金
 

額
が
大
幅
に
引
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
老
 

齢
年
金
を
例
に
と
っ
て
み
ま
す
と
、
二
 

十
五
年
間
保
険
料
を
納
め
た
場
合
、
月
 

額
三
二
、
五
〇
〇
円
、
＋
年
年
金
で
は
 

月
額
二
〇
、
五
〇
〇
円
と
な
っ
て
い
ま
 

す。 こ
の
年
金
額
は
物
価
上
昇
に
あ
わ
せ
 

て
引
上
げ
て
い
く
ス
ラ
イ
ド
制
が
と
り
 

入
れ
ら
れ
て
、
い
わ
ゆ
る
「
め
べ
り
」
 

が
し
な
い
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
ま
 

す。 

・ 

保
険
料
は
定
額
で
月
額
一
、
四
〇
〇
 

円
（
来
年
四
月
分
か
ら
二
、
一
一
〇
o
 

円
）
で
す
。
 

生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
人
や
、
家
 

計
が
苦
し
く
て
納
め
ら
れ
な
い
人
は
保
 

険
料
が
免
除
さ
れ
る
仕
組
も
あ
り
ま
 

す。 国
民
年
金
は
皆
さ
ん
の
た
め
の
年
金
 

制
度
で
す
。
み
ん
な
の
力
で
大
き
く
育
 

て
ま
し
よ
う
。
 

国
民
年
金
に
つ
い
て
の
詳
し
い
こ
と
 

は
赤
池
町
（
住
民
課
）
に
お
問
い
合
せ
 

く
だ
さ
い
。
 

O
中
小
企
業
関
係
団
体
‘
商
工
会
、
商
 

工
会
議
所
、
中
小
企
業
団
体
中
央
会
、
 

青
色
申
告
会
（
事
業
団
と
業
務
委
託
契
 

約
を
し
て
い
る
団
体
に
か
ぎ
り
ま
す
）
 

▽
問
い
合
わ
せ
先
 

申
し
込
み
先
の
ほ
か
、
都
道
府
県
の
 

商
工
担
当
課
お
よ
び
、
通
商
産
業
局
中
 

小
企
業
課
、
小
規
模
企
業
共
済
事
業
団
 

（
東
京
都
港
区
芝
西
久
保
明
舟
町
十
五
 

虎
の
門
電
気
ビ
ル
内
）
 

電
話
〇
三
 
（
五
〇
二
）
 
七
一
七
一
 

電
話
O
三
（
五
〇
一
）
八
〇
四
一
 

建
設
労
働
者
の
雇
用
の
改
善
等
 

に
関
す
る
法
律
に
つ
い
て
 

一
、
五
十
一
年
十
月
一
日
か
ら
、
建
 

設
事
業
主
の
方
々
に
次
の
よ
う
な
こ
と
 

が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
 

田
雇
用
管
理
責
任
者
の
選
任
 

同
雇
入
通
知
書
の
交
付
 

例
下
請
事
業
主
の
雇
用
管
理
の
把
握
 

二
、
建
設
労
働
者
の
雇
用
の
改
善
、
 

能
力
の
開
発
、
向
上
、
福
祉
の
増
進
を
 

図
る
た
め
に
次
の
よ
う
な
建
設
雇
用
改
 

善
の
助
成
金
制
度
が
あ
り
ま
す
。
 

の
技
能
実
習
助
成
金
 

同
講
習
等
派
遣
助
成
金
 

囚
雇
用
管
理
研
修
助
成
金
 

目
作
業
員
宿
舎
整
備
助
成
金
 

困
健
康
診
断
助
成
金
 

詳
し
く
は
雇
用
促
進
事
業
団
九
州
支
 

〉
 

お

詑

び

と

訂

正

 

い 

、
 

＋
月
号
に
次
の
よ
う
な
誤
り
が
 
〕 

<
 部

（
晃
干
四
三
一
ニ
ニ
七
六
六
）
 
又
は
 

田
川
公
共
職
業
安
定
所
（
田
川
四
ー
〇
 

二
九
一
）
 
へ
お
尋
ね
下
さ
い
。
 

（
一
あ
り
ま
し
た
の
で
お
詑
び
し
て
訂
 

一
 

六
頁
の
赤
池
町
軟
式
野
球
連
盟
」
》
 

リ
ー
グ
戦
成
績
表
に
お
い
て
、
赤
』
 

池
商
工
会
が
フ
ア
イ
ヤ
ー
ズ
A

に
 
（
 

正
し
ま
す
。
 

負
け
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
 

』
 

》
れ
は
赤
池
商
工
会
の
勝
ち
の
誤
り
（
 

い
 
で
勝
敗
は
赤
池
商
工
会
四
勝
五
敗
〈
 

い
 
フ
ア
イ
ヤ
ー
ズ
A

三
勝
五
敗
に
訂
 
〈 

〕
正
し
ま
す
。
 

「
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か
 

あ
 

報
 

広
 

川
 

舟
 

（
そ
の
一
）
 

明
治
四
十
四
、
五
年
頃
で
す
が
、
だ
 

い
た
い
筑
前
の
赤
池
の
と
こ
ろ
に
海
軍
 

炭
坑
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
舟
に
積
ん
で
 

行
っ
て
い
ま
し
た
。
現
在
の
岩
淵
ま
で
 

小
さ
な
舟
に
積
ん
で
来
て
、
そ
こ
で
大
 

き
い
舟
に
あ
げ
て
そ
し
て
若
松
ま
で
行
 

っ
た
も
の
で
し
た
。
 

五
平
太
舟
と
か
平
太
舟
と
い
っ
た
が
 

て
帰
っ
た
。
三
人
く
ら
い
で
肩
に
綱
を
 

か
け
て
引
っ
ば
り
、
一
人
は
舟
が
横
っ
 

ち
よ
に
な
っ
た
り
岸
に
付
い
た
り
開
い
 

た
り
し
な
い
よ
う
に
「
か
じ
」
を
取
っ
 

た
。
通
り
道
は
ち
ゃ
ん
と
あ
っ
た
け
ど
 

時
に
は
茅
葺
（
か
や
ぶ
き
）
の
中
を
歩
 

い
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
、
 
一
往
復
が
 

三
、
四
日
で
し
た
か
ら
や
っ
ぱ
り
一
万
 

一
一
、
三
千
斥
く
ら
い
積
ん
で
行
き
ま
 

郷
土
の
昔
ば
な
し
い
ろ
い
ろ
 

廿
上
 
野
 
三
 
区
 
篇
廿
 

こ
の
石
炭
舟
の
前
は
米
を
運
ぶ
米
舟
だ
 

っ
た
ら
し
い
。
江
戸
時
代
以
後
に
な
っ
 

て
米
舟
が
石
炭
舟
に
変
っ
た
。
 

舟
は
一
時
は
五
千
も
六
千
般
も
あ
り
 

若
松
ま
で
行
く
の
に
、
ま
あ
四
日
く
ら
 

い
は
か
か
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
も
風
 

次
第
で
し
た
が
、
帰
り
に
の
ぼ
り
の
方
 

向
に
風
が
吹
け
ば
帆
を
か
け
て
の
ぼ
ら
 

れ
た
が
、
風
が
な
い
と
綱
で
引
っ
ぱ
っ
 

し
た
。
水
が
多
い
時
は
舟
が
多
く
て
混
 

雑
し
て
い
た
。
 

舟
に
は
茶
わ
ん
な
ん
か
も
つ
い
て
い
 

て
、
座
る
と
こ
ろ
に
畳
一
枚
が
敷
か
れ
 

そ
こ
で
二
、
三
人
が
寝
ら
れ
る
よ
う
に
 

な
っ
て
お
り
、
こ
の
寝
ら
れ
る
舟
を
 

「
世
帯
舟
」
と
い
い
、
寝
ら
れ
ん
舟
を
 

「
は
だ
か
舟
」
と
い
い
、
世
帯
舟
は
は
 

だ
か
舟
に
比
べ
て
畳
一
枚
く
ら
い
広
か
 

っ
た
。
舟
に
乗
る
人
は
若
い
人
で
十
五
 

六
才
か
ら
一
時
見
習
い
を
し
て
要
領
を
 

お
ぽ
え
さ
せ
て
い
た
．
川
を
下
る
時
は
 

川
堀
と
い
う
人
が
二
、
三
人
付
い
て
い
 

て
、
舟
の
通
る
所
を
浅
瀬
に
の
り
上
げ
 

な
い
よ
う
に
ず
っ
と
道
に
笹
を
立
て
て
 

そ
の
間
を
安
全
な
所
と
し
て
通
し
て
い
 

た
．
今
の
ど
と
な
い
、
そ
の
頃
は
水
で
 

も
奇
麗
な
水
が
流
れ
て
い
た
の
で
、
川
 

の
水
を
飲
ん
で
お
り
、
海
に
入
れ
ば
何
 

日
も
舟
泊
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
、
 

ハ
ン
ゴ
に
水
を
汲
ん
で
取
っ
て
い
ま
し
 

た
。
又
米
な
ん
か
も
川
の
水
で
と
い
で
 

い
た
は
ど
奇
麗
な
水
で
し
た
。
 

し
か
し
、
こ
の
川
の
水
も
時
に
は
汚
 

さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
 

用
便
の
時
で
し
た
。
 

川
で
小
便
し
て
も
三
間
流
れ
り
や
消
 

え
て
し
ま
う
と
い
っ
て
、
小
便
は
そ
の
 

ま
ま
川
へ
流
し
て
い
た
。
大
便
を
す
る
 

時
は
、
二
つ
の
舟
の
間
に
マ
タ
が
っ
て
 

し
た
わ
け
で
す
。
こ
れ
が
本
当
の
水
洗
 

便
所
で
す
な
 

つ
づ
く
 

ち
よ
っ
と
ひ
と
こ
と
 

便

秘

 の
 
原

因

 

あ
な
た
は
毎
日
定
期
的
に
便
通
が
あ
 

り
ま
す
か
？
 
大
便
は
普
通
一
日
に
そ
 

の
長
さ
は
十
五
ー
三
＋
セ
ン
チ
に
も
な
 

り
ま
ず
。
肉
類
、
卵
、
穀
物
な
ど
を
多
 

く
摂
っ
て
い
る
と
量
が
少
な
く
便
秘
が
 

ち
に
な
り
、
野
菜
食
が
多
い
と
量
も
増
 

え
、
便
通
も
よ
く
な
り
ま
す
。
女
性
と
 

違
っ
て
男
性
に
は
便
秘
で
悩
ん
で
い
る
 

人
は
少
な
い
で
す
が
、
そ
れ
で
も
や
せ
 

て
背
の
高
い
無
力
性
体
質
の
人
は
、
腹
 

筋
や
ゼ
ン
運
動
が
弱
い
た
め
に
便
通
の
 

よ
く
な
い
人
が
い
ま
す
。
こ
う
い
う
人
 

は
野
菜
を
充
分
食
べ
、
朝
食
後
の
排
便
 

を
習
慣
づ
け
て
下
さ
い
。
 

エンゼ)レクイズ 

【第3回出題】 

エンゼルは天使のつかいです 

あなたに幸ありますよう 

〔問 題〕 

1 、人間の舌で、甘さをいちばん感じるとこ 

ろは？ 

④舌の先 ⑧舌の奥 ⑥舌の両側 

2 、電話天気予報のナンバーは？ 

③ 077 ⑧ 117 ⑥ 177 

3 、日本一長い川の名は、次の三つのうち 

どれ？ 

④信濃川 ⑧利根川 ⑥石狩川 

4 、相撲の二子山親方の、現役時代のシコ 

名は？ 

④若乃花 ⑧千代の山 ⑥栃錦 

5 、ベートーベンの「第六交響楽」のまたの 

名は？ 

④英雄 ⑧運命 ⑥田園 

〔応募の要領〕 

正解のABCいづれかの記号を官製ハガキ 

に記入のうえ、n月18日までに赤池町役場総 

務課文書広報ェンゼルクイズ係までお送り下 

さい。なお庄所、氏名を明記して下さい。 

抽せんで正解者3名様に記念品を贈ります 

ン例 問題l B 問題2 A 問題3 C 

【第ニ回の解答】 

1 ⑥ 2④ 3⑧ 4 ⑥ 5⑥ 

【正解者】 今回の応募総数26通のうち正解 

は3通でした．よって次の三名の方に記念 

品を贈ります。 （敬称略） 

ン太田 和男（大字上野） 

N 池田ひとみ（大字赤池） 

N 片山 孝子（大字赤池） 

企
叱
→
 

栄
養
食
も
嫌
い
な
も
の
 

だ

っ

た

ら

マ

イ

ナ

ス

 

「
あ
な
た
、
こ
の
ご
ろ
お
疲
れ
の
様
 

子
だ
か
ら
、
も
つ
と
栄
養
の
あ
る
も
の
 

を
食
べ
て
、
ス
タ
ミ
ナ
を
つ
け
な
く
つ
 

ち
や
。
だ
め
、
だ
め
、
好
き
嫌
い
を
お
 

っ
し
や
っ
ち
や
。
か
ら
だ
の
た
め
な
ん
 

で
す
か
ら
・
己
 

賢
そ
う
な
奥
さ
ん
ほ
ど
、
こ
う
い
う
 

こ
と
を
い
い
や
す
い
も
の
で
す
。
そ
し
 

て
、
食
品
分
析
表
を
そ
の
ま
ま
皿
に
盛
 

り
つ
け
た
よ
う
な
も
の
を
並
べ
た
て
ま
 

す。 だ
が
、
い
か
に
栄
養
価
が
高
か
ろ
う
 

と
、
嫌
い
な
も
の
だ
っ
た
ら
断
固
、
拒
 

否
し
ま
し
よ
う
。
そ
の
食
品
が
持
つ
栄
 

養
価
は
、
好
き
な
も
の
、
お
い
し
い
も
 

の
、
そ
し
て
楽
し
く
食
べ
ら
れ
る
も
の
 

で
な
け
れ
ば
、
充
分
効
果
を
発
揮
し
な
 

い
の
で
す
。
 
こ
の
条
件
が
満
た
さ
れ
た
 

も
の
な
ら
ば
、
胃
液
が
よ
く
出
て
消
化
 

す
る
か
ら
で
す
。
嫌
い
な
も
の
を
中
っ
 

腹
で
食
べ
る
よ
う
で
は
意
味
が
あ
り
ま
 

せ
ん
。
 


